病態解析医学講座画像診断治療学分野
教育・研究・診療及び管理運営等に関するアンケート
候補者

現職　　　　　　　　　　　　　　　


氏名　　　　　　　　　　　　　　　
１．医学教育
①　学生（大学院生を含む）に対する講義，実習経験（担当分野と担当年数）
　　　　担当分野　　　　　講義・実習区分　　　　　　担当年数
②　これまで臨床医学教育において試みてこられた工夫とその成果等について記載して下さい。
③　医学教育の分野別評価基準日本版Ver2.2（世界医学教育連盟グローバルスタンダード 2015年版準拠）に沿った教育プログラムの見直しが各大学で進んでいます。今後の臨床医学教育の中でどのような取り組みを行うべきか，お考えがあれば記載して下さい。

④　研究マインドを持たない医師が増えており，将来の日本の医学・医療のレベル低下に結びつくことが危惧されています。医学教育の中で研究マインドを醸成するための方策等についてお考えがあれば記載して下さい。
⑤　卒後臨床研修，専門医育成において，これまでの実績について記載して下さい。
⑥　医学教育における抱負，新専門医制度が開始される中で今後の大学院教育等による研究者育成方針について述べて下さい。

⑦　地域における人材確保のために，学生に対する取り組みをいかにすべきか，ご意見を述べて下さい。また入試における地域枠に対するお考えも述べて下さい。
２．研究
①　教室員その他に対する研究指導実績（できるだけ具体的に。大学院での学位指導含め）

②　施設内における専門的な研究グループの指導的位置にあるとすれば，その名称と年数

③　他施設との共同研究の実績（研究グループを結成しているなら，その名称，役割および年数）
④　提出いただいている研究業績目録の中で，Web of Scienceによる被引用回数の多い順に10編の原著論文とその被引用回数を以下に記載して下さい。（論文の記載様式は研究業績目録と同様で，筆者名，雑誌名なども記載）

⑤　これまでに自らが中心的役割を担った臨床研究の中でUMIN，Clinical Trial.govなどに登録したものがあれば，その研究名，ID，自らの役割について，代表的なもの５つ以内で記載して下さい。論文として発表しているものがあれば，その論文名も合わせて記載して下さい。

⑥　これまでのご自分の研究の特色と今後の研究における抱負を述べて下さい。鳥取大学に赴任した場合の研究の継続性についても触れて下さい。
３．診療
①　これまでの診療経験についてお答え下さい。
１）専門医としての経験期間

専門名（               　　　　　　 ）　年数（ 　　年　　月）
２）病棟・外来，あるいは放射線部門など診療業務での指導・管理実績（内容とその期間）
３）現在の診療におけるおおよそのエフォート率を記載して下さい。
（合計を100％とする。）
ａ）画像診断（核医学含む）：　　　　％，ｂ）放射線治療：　　　　％
ｃ）ＩＶＲ：　　　　％，

②　ご専門の領域における診療レベルおよび実績の向上のために，これまでに取り組まれてきたこと，その実績について記載して下さい。
③　診療科間の連携および多職種によるチーム医療の推進が求められていますが，これまでの実績，今後の方針について記載して下さい。その中で放射線診療科群主任診療科長の立場で，中央部門である放射線部の運営に関して，あるべき姿についても触れて下さい。
④　当院は画像診断に関して，翌診療日までの報告率は99％を越えており，画像診断管理加算２を取得しています。画像診断管理加算２の取得に関してご意見を述べて下さい。
⑤　画像検査の長い待機期間は，患者サービスの観点あるいは病院経営の観点からも大きな問題です。この問題に対する解決策について，具体的な考えを述べて下さい。

⑥　特定機能病院である医学部附属病院における診療や臨床研究のあり方についてご意見を述べて下さい。
⑦　治験の実績と今後の取り組みに関するご意見を述べて下さい。
⑧　今後の診療における抱負を述べてください。
４．大学・施設の管理運営

大学・施設内における役職，各種委員会の名称と年数
   (注)管理・運営関係以外で特記すべき役職経験があれば余白にお書き下さい。

　　　　役職名　　　　　　　　　　　  年数

５．鳥取大学医学部にご赴任になった場合の教室の運営方針
①　放射線診療科群として画像診断，放射線治療，ＩＶＲを担当する上での診療・教育・研究に関する運営方針
②　地域の医療の中心を担う大学医学部の教室としての運営方針について考えを述べて下さい。この中で，今まで所属していた機関での地域連携および医師派遣体制を踏まえて，赴任後の人材確保，地域医療機関への医師派遣システムに関するお考えも述べて下さい。
③　今後，ＩＣＴや人工知能の臨床現場における活用が進むと思われますが，これまでにこれらを活用した実績について，あるいは今後，これらをどのように活用すべきと考えているかについて述べて下さい。
④　今後の教室運営における抱負を述べて下さい。

６．その他参考となる事項（これまでに査読した論文の雑誌名など。履歴書および研究業績目録の記載内容との重複は避ける。）

